
「令和６年度の障害年金の認定状況についての調査報告書」への対応状況

「今後の対応策」（調査報告書） 対応状況（令和７年９月現在）

①審査書類等の丁寧な記載

・審査書類の改善（丁寧な記載、機構職員による
等級に関する記載の廃止等）

・不利益処分等の理由付記文書の改善

・認定事例の作成、考慮要素の徹底

○７月以降順次取り組みを開始し、８月下旬までに一通り対応

・全ての不支給事案について、複数認定医による
審査を開始＜７年８月～＞

・新規請求について、審査をしない別の部署が無作
為に認定医を決定する方式を導入＜７年７月～＞

・認定医に関する文書を廃止＜７年７月～＞

・障害認定審査委員会に福祉職の委員を追加＜７年８

月の委員会から運用開始＞

②認定プロセスの客観性・公平性の確保

・複数認定医による審査の拡大

・担当認定医の無作為での決定

・認定医に関する文書の廃止
・障害認定審査委員会の活用
（福祉職等の外部の者の参画など）

・職員が作成する事前確認票について、職員による
等級に関する記載を廃止。考慮要素の抜粋など客
観的な事実のみを記載＜７年８月～＞

・認定調書は、不支給となる場合など、理由を丁寧
に記載するよう、認定医に周知＜７年８月～＞

・理由付記文書は、より丁寧な記載とし、ルールを
整備＜７年８月～＞

・認定事例は、判断のポイントなどを付した具体的
な事例を作成し、職員と認定医に周知＜７年７月～＞

③障害年金センターの審査体制の見直し
・４０５人【障害年金センター】

・ ９人【日本年金機構本部 障害年金Ｇ】

・４４４人【障害年金センター】

・ １３人【日本年金機構 本部 障害年金Ｇ】

＜７年10月～＞

※この他、日本年金機構のホームページにおいて、障害年金の認定状況に関する調査報告書やその取組状況を紹介するページを開設（７年７月～）

＜７年10月～＞

第80回社会保障審議会年金事業管理部会
令 和 ７ 年 ９ 月 １ ９ 日
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